
充
実
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

駐
車
場
の
舗
装
整
備
工
事
の
実
施

1
億
１
４
０
０
万
円

　
文
化
会
館
・
図
書

館
・
総
合
福
祉
会
館

の
駐
車
場
の
舗
装
整

備
を
行
い
、駐
車
場

利
用
者
環
境
を
改
善

し
ま
し
た
。

国
際
化
事
業
の
充
実

１
９
０
万
円

　

市
内
在
住
の
外
国
籍
住
民
が
安
全
・

安
心
に
生
活
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
、

国
際
窓
口
の
設
置
や
外
国
籍
住
民
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

子
ど
も
医
療
費
助
成
の

対
象
年
齢
の
拡
大

４
８
０
０
万
円

　

中
学
校
卒
業
ま
で
と
し
て
い
た
保
険

診
療
分
の
医
療
費
全
額
無
償
の
対
象
年

豊
か
な
学
び
を
育
む
ま
ち

I
C
T
を
活
用
し
た

不
登
校
児
童
生
徒
の
学
習
支
援

１
３
０
０
万
円

　

不
登
校
ま
た
は
不
登
校
傾
向
の
児

童
・
生
徒
の
学
習
機
会
保
障
の
た
め
、

I
C
T
学
習
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
環
境
を
整
え
ま
し
た
。
別

室
登
校
支
援
員
の
配
置
日
数
な
ど
を
拡

大
し
、児
童
・
生
徒
の
心
の
ケ
ア
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
。

食
の
創
造
館
別
館
完
成
と

中
学
校
完
全
給
食
に
向
け
た
準
備

15
億
４
０
０
０
万
円

　
中
学
校
給
食
調
理
施
設
と
し
て
食
の

創
造
館
別
館
を
建
設
し
ま
し
た
。
中
学

校
完
全
給
食
に
向
け
、食
の
創
造
館
の

予
備
能
力
を
活
用
し
、中
学
校
給
食
を

試
行
的
に
行
い
ま
し
た
。

令和5年度の主な取り組み令和5年度の主な取り組み

「SDGs」の各目標と関連する事業
の分野にアイコンを併記しました。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
推
進

８
６
０
万
円

　

現
時
点
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
と

２
０
５
０
年
時
点
の
排
出
量
を
推
計

し
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
の
た

め
に
実
施
す
べ
き
取
り
組
み
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

便
利
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

市
役
所
周
辺
地
区
の

一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

７
０
０
万
円

　

開
発
行
為
の
促
進
、都
市
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
に
関
す
る
協
議
や
道
路
交
通
に

関
す
る
検
証
な
ど
を
将
来
を
見
据
え
な

が
ら
行
い
ま
し
た
。

市
道
３
号
線
道
路

災
害
防
除
事
業
の
着
手３

０
０
０
万
円

　
近
年
の
記
録
的
な
大
雨
や
土
砂
災
害

を
受
け
て
市
内
斜
面
地
な
ど
の
検
証
を

行
い
ま
し
た
。
結
果
に
基
づ
き
、崩
落

な
ど
の
お
そ

れ
が
あ
る
斜

面
地
に
安
全

対
策
工
事
を

実
施
し
ま
し

た
。

齢
を
、「
満
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
」に
拡
大
し
ま
し

た
。
拡
大
に
伴
い
新
た
に
３
２
６
３
人

が
医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

帯た
い

状じ
ょ
う

疱ほ
う

疹し
ん

ワ
ク
チ
ン
、特
定
不
妊
治
療

（
先
進
医
療
）の
費
用
助
成４

５
０
０
万
円

　

発
症
予
防
と
健
康
増
進
の
た
め
、帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
助
成

し
ま
し
た
。
ま
た
、少
子
化
対
策
と
し

て
、医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
特
定

不
妊
治
療（
先
進
医
療
）の
費
用
を
助
成

し
ま
し
た
。

に
ぎ
わ
い
が
あ
り

自
然
に
優
し
い
ま
ち

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行

24
億
７
１
０
０
万
円

　
市
民
生
活
に
影
響
を
与
え
て
い
る
物

価
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
、生
活
支
援

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、市

内
で
使
用
可

能
な
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品

券
を
発
行
し

ま
し
た
。

か
が
や
き
を
創
造
す
る
ま
ち

ス
マ
ホ
市
役
所
の
実
装
、

ス
マ
ー
ト
申
請
の
拡
充３

０
０
０
万
円

　

海
老
名
市
L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、L
I
N
E

上
で
24
時
間
3
6
5
日
手
続
き
な
ど
が

で
き
る
ス
マ
ホ
市
役
所
を
実
装
し
ま
し

た
。

公
共
施
設
再
編（
適
正
化
）

計
画
の
改
定

２
８
０
万
円

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
取
り
入

れ
、市
の
将
来
推
計
と
市
民
ニ
ー
ズ
の

整
合
性
を
図
り
、
将
来
に
わ
た
る
安

安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

消
防
署
南
分
署
建
替
事
業
の
推
進

1
億
３
３
０
０
万
円

　

将
来
に
わ
た
り「
安
全
・
安
心
な
ま

ち
」を
維
持
す
る
た
め
、老
朽
化
し
た

消
防
署
南
分
署
の
移
転
・
建
て
替
え
工

事
と
監
理
委
託
を
行
い
ま
し
た
。

消
火
栓
の
整
備

３
５
０
万
円

　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、柏
ケ
谷
地
区
の
住
宅
密
集
地

域
や
社
家
地

区
の
大
規
模

火
災
の
危
険

が
あ
る
地
域

に
消
火
栓
を

設
置
し
ま
し

た
。

全
・
安
心
な
公
共
施
設
の
維
持
管
理
の

た
め
、計
画
を
改
定
し
ま
し
た
。

新
た
な
発
見
が
で
き
る
ま
ち

魅
力
あ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
展
開

１
２
０
万
円

　

市
民
な
ど
か
ら
募
集
し
た「
海
老
名

の
魅
力
川
柳
」を
デ
ザ
イ
ン
し
た
割
り

箸
袋
を
大
型
商
業
施
設
や
飲
食
店
へ
配

布
し
、市
の
認
知
度
向
上
と
郷
土
愛
の

醸
成
を
図
り
ま
し
た
。
ま

た
、市
の
魅
力
を
市
内
外

に
発
信
す
る
た
め
、デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
な
ど

も
活
用
し
ま
し
た
。

　ふるさと納税は「生まれ育ったふる
さとに貢献できる制度」「自分の意思で
応援したい自治体を選ぶことができる
制度」として国が創設した寄付の制度
です。在住自治体以外の自治体への寄
付で、寄付額の一部が所得税および住
民税から控除されるものですが、同時
に在住する自治体の税収に影響を及ぼ
していることも事実です。

　令和5年度は「コロナに打ち克
か

つ、輝く未来へ飛躍するえびな」を
テーマに、子育て世帯を中心とした人口増による税収の底上げを図り
好循環を生み出す、戦略的で積極的なまちづくりに取り組みました。
　市役所周辺の一体的なまちづくりを推進する一方、近年急速に進展
しているデジタル化に対応したスマホ市役所の実装や、スマート申請
の拡充を実施するなど、ハードとソフトの両面から新たなまちづくり
を進めました。

市の税収とふるさと納税の現状

食の創造館別館（上）と調理室（下）

工事の様子（上）と建て替え後の
南分署（下）

工事の様子

ふるさと納税で
海老名市から流出した金額の推移

平成28年度

6億2,288万円

5,703万円

令 和 6 年 度
（見込み）

8年間で約11倍に

0 1 2 3 4 5 6（億）

イメージ

市内の小・中学生の教材費4年分を
賄える金額が市外に流出
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